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第 1回日本糖尿病協会療養指導学術集会を開催 

～療養指導のコンセンサスと質の向上を目指して～ 

 

2013年 7月 23日 

 

公益社団法人日本糖尿病協会（所在地：東京都千代田区、理事長：清野 裕／以下、日糖

協）は、糖尿病療養指導に携わる医療従事者を対象とする、これまでにない形態の学術集

会を開催することになりました。 

 

日時：2013年 7月 27日（土）14：00-21：00 

       7月 28日（日）7：30-13：30 

場所：国立京都国際会館 アネックスホールほか 

   京都市左京区宝が池 TEL  075-705-1229 

テーマ：療養指導のコンセンサスと質の向上を目指して 

会長：武田 純 （岐阜大学大学院医学系研究科 内分泌代謝病態学教授） 

参加対象：糖尿病療養指導に従事する医療者 約 1,000人 

 

■第 1回日本糖尿病協会療養指導学術集会のコンセプト 

 従来の学術集会は、疾患ごとに医師や看護師などの職種別の学会が存在し、それぞれが

個別に学術集会を開催しています。しかし、糖尿病の治療では、医師だけでなく看護師、

栄養士など、様々な医療職がチームを組んで患者の療養指導に当たる特性があり、それぞ

れの職種が互いの考えを理解し、療養指導におけるコンセンサスを構築して患者指導を行

うことが求められています。そこで、日糖協では、日本糖尿病学会や日本糖尿病教育・看

護学会、日本病態栄養学会、日本くすりと糖尿病学会、日本理学療法士協会、日本臨床検

査技師会の協力を得て、糖尿病の療養指導に特化した、職種横断型の様々な医療スタッフ

が参加する学術集会を企画しました。 

 

■学術集会の特徴 

 日糖協が企図する療養指導学術集会は、従来の職種ごとの専門的な学術集会とは異な

り、糖尿病チーム医療に携わる様々な職種が一堂に会し、日々の療養指導における事例

発表や、スモールグループでのディスカッションを行うことをメインにしています。 

特に、2日目のスモールグループディスカッションでは、12のテーマのもと、参加者

10人がひと組になるグループを約 100個設定します。グループには、医師とコメディ

カルスタッフがペアでファシリテーターとなり、グループでの議論を進めます。 

このように、一般的な講演形式ではなく、多職種が様々なテーマで膝詰めの議論や情 

報交換を行うことにより、参加者の皆さんに相互理解が生まれ、糖尿病治療や療養指導

に関する職種間のコンセンサスが形成されることを目指しています。 
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■日糖協が学術集会を主催する背景 

 日本糖尿病協会は、新しい糖尿病療養指導のツールである糖尿病カンバセーション・

マップの普及や療養指導者向け雑誌「DM Ensemble」の発行などを通じて、糖尿病療養

指導者の育成に力を入れています。そして、糖尿病の患者教育において中心的役割を果

たす日本糖尿病療養指導士（CDEJ）や、このところ各地で設立が進んでいる地域糖尿病

療養指導士（CDEL）の有資格者の皆さんが、持てる力を十分に発揮できるよう、日本糖

尿病療養指導士認定機構および地域糖尿病療養指導士養成団体と協力しながら、様々な

施策を展開しています。 そのプラットフォームとして、療養指導者の研修や相互交流

の機会を提供する枠組み「CDEネットワーク」の運用を 2012年に開始しました。 今回

の療養指導学術集会は、CDEネットワークのコンセプトである全国の療養指導者の情報

交換、職種間の連携強化を実現する場として、日本糖尿病協会が満を持して皆さんに提

供する会です。 

 

本会を開催するにあたり、日本糖尿病協会理事長の清野裕は、次のように述べています。

「日本糖尿病協会は、職種横断型のこれまでにない学習の機会を提供することで、糖尿

病療養指導に携わる医療者の連携を促進し、最終的に患者さんに質の高い医療を提供し

ていきたいと考えます。本会に参加した皆さんの活発な議論から、日本の糖尿病指導が

さらにレベルアップしていくことを期待いたします。」 

 

■公益社団法人 日本糖尿病協会について 

日本糖尿病協会は、糖尿病に関する正しい知識の普及啓発、患者及びその家族への療

養指導、国民の糖尿病予防、健康増進への調査研究を行うことを目的に、1961 年（昭

和 36 年）に結成されました。現在の会員数は、105,000 人。糖尿病患者とその家族、

医師、看護師・栄養士・糖尿病療養指導士などの医療スタッフおよび糖尿病に関心のあ

る一般市民で構成されています。47 都道府県支部の下に約 1,600 の糖尿病「友の会」

を置き、患者間の交流や、地域社会への糖尿病啓発活動を通じて、日本の糖尿病の抑制

を目指しています。 

1987 年（昭和 62 年）に社団法人となり、2005 年（平成 17 年）に特定公益増進法

人、2013年 4月（平成 25年）からは公益社団法人になりました。 

（URL：www.nittokyo.or.jp ／ facebook：www.facebook.com/nittokyo） 

 

■第 1回日本糖尿病協会療養指導学術集会ホームページ 

   http://www.nittokyo.or.jp/meeting/ 

 

************************************************************************ 

◇本件に関するお問い合わせ、学術集会取材のお申込み◇ 

公益社団法人日本糖尿病協会 担当：堀田 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 4-2-1 

TEL ：03-3514-1721  FAX： 03-3514-1725 

E-mail： hotta@nittokyo.or.jp 

http://www.nittokyo.or.jp/

